
最新の学習指導要領(2008年3月告示)における防災教
育の扱われ方を把握するため、防災に関連する用語の登
場回数を、河田ら(2007) ＊の分析手法を用いて測定した．
その結果、新学習指導要領においても平成以降見られる
増加傾向が続いていることが分かった．

＊河田ら(2007)によると，防災教育は戦後が全盛期であ
り，以後教育が経験主義から系統主義に移り変わってい
く中で，防災が系統的な学問体系とそぐわない，また大き
な災害が起こらなかったという理由で下火になった．

義務教育課程における義務教育課程における義務教育課程における義務教育課程における

in a compulsory education course

現在のわが国の義務教育課程では、体系的な防災教育が行われておらず、子どもたちが防災力を十分に習得すること現在のわが国の義務教育課程では、体系的な防災教育が行われておらず、子どもたちが防災力を十分に習得すること現在のわが国の義務教育課程では、体系的な防災教育が行われておらず、子どもたちが防災力を十分に習得すること現在のわが国の義務教育課程では、体系的な防災教育が行われておらず、子どもたちが防災力を十分に習得すること
は難しい．そこで本研究では、将来的に義務教育課程における防災教育カリキュラムの開発と提案を目的とした検討を行う。具体的には難しい．そこで本研究では、将来的に義務教育課程における防災教育カリキュラムの開発と提案を目的とした検討を行う。具体的には難しい．そこで本研究では、将来的に義務教育課程における防災教育カリキュラムの開発と提案を目的とした検討を行う。具体的には難しい．そこで本研究では、将来的に義務教育課程における防災教育カリキュラムの開発と提案を目的とした検討を行う。具体的に
は、新学習指導要領（は、新学習指導要領（は、新学習指導要領（は、新学習指導要領（2008200820082008年）および防災教育チャレンジプランの分析を通して、防災教育の現状と動向を把握するとともに、分析結年）および防災教育チャレンジプランの分析を通して、防災教育の現状と動向を把握するとともに、分析結年）および防災教育チャレンジプランの分析を通して、防災教育の現状と動向を把握するとともに、分析結年）および防災教育チャレンジプランの分析を通して、防災教育の現状と動向を把握するとともに、分析結
果に基づいて義務教育課程における防災の学習規準・基準表を作成した。果に基づいて義務教育課程における防災の学習規準・基準表を作成した。果に基づいて義務教育課程における防災の学習規準・基準表を作成した。果に基づいて義務教育課程における防災の学習規準・基準表を作成した。

防災教育カリキュラム開発に向けた研究防災教育カリキュラム開発に向けた研究防災教育カリキュラム開発に向けた研究防災教育カリキュラム開発に向けた研究

 

A study on development of a disaster prevention education curriculum 

防災用語登場個数

0

20

40

60

80

100

120

S22 S26 S33

S43
(44

)
S52 H1

H10 H20
年

個
災害災害災害災害

防災防災防災防災

天災天災天災天災

地震地震地震地震

津波津波津波津波

台風台風台風台風

河川河川河川河川

土砂土砂土砂土砂

高潮高潮高潮高潮

豪雪豪雪豪雪豪雪

火山火山火山火山

落雷落雷落雷落雷

竜巻竜巻竜巻竜巻

学習指導要領の分析学習指導要領の分析学習指導要領の分析学習指導要領の分析

防災教育チャレンジプランの分析防災教育チャレンジプランの分析防災教育チャレンジプランの分析防災教育チャレンジプランの分析 ※分析対象：2001～07年の小中学生を対象とした計80プラン

城下英行・河田惠昭：学習指導要領の変換過程に見る防災教育展開の課題 2007 ←

イベントイベントイベントイベント

体験学習体験学習体験学習体験学習
25%25%25%25%

避難・防避難・防避難・防避難・防
災訓練災訓練災訓練災訓練

研究研究研究研究
7%7%7%7%

その他その他その他その他
5%5%5%5%

総合的な学総合的な学総合的な学総合的な学
習の時間習の時間習の時間習の時間

13%13%13%13%

活動方式別防災教育ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝの割合活動方式別防災教育ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝの割合活動方式別防災教育ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝの割合活動方式別防災教育ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝの割合

一過性のも
のが多い

10

15

20

25

30

35
件 地域別の防災教育チャレンジプラン件数

首都直下型地
震の被害予測
の影響と推測

される 兵庫県南部
地震の影響

東海・東南海・南海地
震の危険性による影

響と推測される

地域別の防災教育チャレンジプラン件数地域別の防災教育チャレンジプラン件数地域別の防災教育チャレンジプラン件数地域別の防災教育チャレンジプラン件数

教員教員教員教員

専門家専門家専門家専門家 その他その他その他その他

２６２６２６２６

６６６６

３３３３

４６４６４６４６

実施主体関係実施主体関係実施主体関係実施主体関係

教員の単独実
施は少ない

外部講師に
頼るものが

多い

�学習指導要領とは学習指導要領とは学習指導要領とは学習指導要領とは

学校教育法施行規則を根
拠に定め，文部科学省が
告示した教育課程の基準．

おおむね10年ごとに改訂，
最近では2008年3月に小・
中学校の新学習指導要領
が告示された．
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小・中学生の行動図をもとに、学習規準・基準表を発災前後の時系列に沿って

作成した。義務教育課程で学ぶべき防災に関する事項を事前・事後の2軸で分け，
さらに事後は応急対策と復旧・復興対策の2軸で分類した．また，事前を災害の
知識，地域理解，防災対策の理解，事後の応急対策を初期対応，復旧・復興対
策を被災生活という規準項目に分類した．また各規準の下に，量的な判断の根
拠である基準を書き出した．その下に各基準についての勉強要素を書き出した．
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学校，家，登下校の3場面を
想定し，地震発生から学校→
道路等→家→避難所生活と
いう筋道を立てた。そして各場
面で遭遇する出来事をあげ、
各出来事に防災教育チャレン
ジプランの内容を当てはめた．
これにより，防災教育が地震
発生後のどの出来事に対応し
ているのかを明らかにした。
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